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認
知
症
の
高
齢
者
や
家
族
が
集
ま
り
、
介
護
専
門
職
も
交
え
て
会
話
や
喫
茶
を
楽
し
む

「認
知
症
カ
フ
ェ
」
が
、
各
地
に
生
ま

れ
て
い
る
。
認
知
症
の
人
の
社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
し
た
り
、
家
族
と
専
門
職
が
連
携
し
や
す
し、
環
境
を
つ
く

っ
た
り
す
る
の

が
目
的
だ
。
今
後
急
増
す
る
認
知
症
患
者
を
支
え
る
た
め
の
地
域
の
模
索
を
、
広
島
県
東
部
の
カ
フ
ェ
で
み
た
。
　

（衣
川
圭
）

家族と専門職橋渡し

認
知
症
の
高
齢
者
が
利
用
す

る
尾
道
市
の
小
規
模
多
機
能
ホ

ー
ム
長
江

の
リ
ビ

ン
グ

で
２‐

日
一

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
が

開
か
れ
た
。
地
元
の
明
徳
町
内

会
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
、
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
、

会
話
や
体
操
な
ど
で
思
い
思
い

の
時
間
を
過
ご
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
エ
は
、
同
施

設
が
４
月
か
ら
町
内
会
と
連
携

し
て
月
２
回
開
い
て
い
る
。
２

年
前
の
夏
に
近
く
に
住
む
認
知

症
の
お
年
寄
り
が
脱
水
症
で
屋

外
で
倒
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か

っ
た
こ
と
が
、
き

っ
か
け
に
な

っ
た
。
普
段
は
施
設
を
利
用
し

て
い
な
い
認
知
症
の
人
も
訪
れ

る
と
い
う
。

薬
や
熱
中
症
の
勉
強

事
務
長
の
松
山
慎
太
郎
さ
ん

（５４
）
は

「こ
れ
か
ら
は
認
知
症

の
人
と
共
に
暮
ら
し
て
い
く
し

か
な
い
。
接
し
方
次
第
で
症
状

が
変
わ
る
こ
と
を
近
所
の
人
に

も
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
強

調
す
る
。
明
徳
町
内
会
長
の
宮

谷
潤
吉
さ
ん
（７‐
）
は

「町
内
の

４
割
が
空
き
家
で
独
居
の
高
齢

者
も
多
い
。
顔
見
知
り
に
な
る

の
が
地
域
を
維
持
し
て
い
く
第

一
歩
」
と
意
義
を
認
め
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
厚
生
労

働
省
が
２
０
１
３
年
度
に
始
め

た
認
知
症
施
策
推
進
５
カ
年
計

画

（オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
で
普

及
を
促
進
す
る
。
認
知
症
高
齢

者
が
増
加
す
る
中
で
、
認
知
症

に
な

っ
て
も
地
域
で
暮
ら
せ
る

よ
う
支
援
す
る
狙
い
が
あ
る
。

広
島
県
の
推
計
で
は
、
県
内

の
認
知
症
高
齢
者
は
１０
年
の
６

万
５
２
０
０
人
か
ら
、
２０
年
に

は
９
万
４
８
０
０
人

へ
と
増
え

る
。
神
石
高
原
町
は
本
年
度
、

認
知
症
予
防
を
主
な
目
的
に
、

県
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
て
３

カ
所
で
月
２
回
ず

つ
カ
フ

エ
を

開
い
て
い
る
。

神

石
地

区
で
は

元
旅
館

の

サ
ロ
ン
を
活
用
し
て

「認
知
症

予
防
カ
フ
ェ
ふ
れ
あ
い
」
を
開

き
、
薬
や
熱
中
症
の
勉
強
の
時

備
後
地
方
の
主
な
認
知
症
カ
フ
ェ

問
も
設
け
て
い
る
。
運
営
す
る

神
石
地
区
高
齢
者
介
護
研
究
会

代
表
で
看
護
師
の
高
橋
文
子
さ

ん
（６５
）
は

「家
に
開
じ
こ
も
り

が
ち
な
お
年
寄
り
に
出
て
き
て

も
ら
う
の
が
大
き
な
狙
い
。
も

っ
と
細
か
い
地
域
単
位
で
カ
フ

ェ
を
開
け
れ
ば
」
と
話
す
。

「偏
見
な
く
し
た
い
」

福
山
市
で
は
、
福
山
平
成
大

と
新
市
福
社
会
が
初
の
開
催
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

１０
月
Ｈ
日
、
新
市
町
の

「
ロ
ー

カ
ル
コ
モ
ン
ズ
し
ん
い
ち
　
ガ

―
デ
ン
テ
ラ
ス
」
で
開
く
予
定
。

福
社
会
の
介
護
ス
タ

ッ
フ
や
医

師
、
同
大
の
学
生
も
会
話
に
加

わ
る
。

同
大

の
中
司
登
志
美
教
授

（５４
）
は
、
認
知
症
を
早
期
発
見

し
、
適
切
な
機
関
に
つ
な
ぐ
役

割
に
注
目
。

「認
知
症
じ
ゃ
な

い
か
と
悩
ん
で
い
る
人
に
も
来

て
も
ら
い
た
い
。
認
知
症
で
も

大
丈
夫
と
伝
え
ら
れ
る
場
に
も

し
た
い
」
と
す
る
。

「認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

広
島
県
支
部
の
村
上
敬
子
代
表

（７０
）
は

「県
内
の
カ
フ
ェ
は
ま

だ
少
な
い
。
知
識
を
も

っ
た
専

門
職

の
い
る
カ

フ

ェ
が
広
が

り
、
認
知
症

へ
の
偏
見
を
な
く

し
、
社
会
の
理
解
を
深
め
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
願

っ
て
、

い
る
。

認知症カフェを初めて
開 く福山市新市町の施
設で、打ち合わせをす
る中司教授 (右端)たち
企画メンバー

広島県東部にも普及
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